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下水道管路施設に起因する道路陥没の現状 
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要旨 
平成 21 年度末現在、我が国の下水道普及率は 70％を超えるまで整備が進み、道路等に埋設さ 
れている下水道管きょの総延長は、地球 10 周分に相当する約 42 万㎞に達している。 
我が国の近代的な下水道施設は、東京都や横浜市、大阪市などの大都市が明治時代に着手した 
のが始まりで、布設後 50 年を経過した管きょは約１万㎞、30 年を経過した管きょは 8 万㎞存在 
する。一方、道路下に埋設されるというその特質上、異常の発見や補修が困難であるという問題 
を抱えており、管きょの年間点検調査率は総延長の約１％と低調な数字になっており、埋められ 
た後の状態が把握されていないのが現状である。 
このような状況下、下水道管きょが原因の道路陥没が毎年約 4 千件発生し、市民の安全安心を 
脅かす社会問題としてクローズアップされている。国総研では、平成 18 年度より、下水道事業を 
実施する全自治体を対象とし、毎年発生する下水道管きょに起因する道路陥没件数を調査（全国 
道路陥没実態調査）している。 
本報告書は、平成 18～21 年度に発生した道路陥没のデータ（計 1.7 万件）について、その発生 
傾向を分析した結果を示すものである。 
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